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氏
名
福
田
靖

住
所
東
伯
郡
琴
浦
町

美
好
一
七
○

奉
務
神
社
照
国
神
社

所
属
中
部
青
年
神
職
会

◎
今
後
の
抱
負

こ
の
度
、
青
年
神
職
会
へ
入
一
こ
の
度
、
神
道
青
年
会
に
入

会
し
ま
し
た
、
「
英
語
を
話
す
こ
一
会
さ
せ
て
頂
き
ま
す
、
船
越
浩

と
が
で
き
る
神
職
」
を
目
指
し
一
紀
と
申
し
ま
す
。

て
い
る
福
田
靖
と
申
し
ま
す
。
一
國
學
院
大
學
を
卒
業
後
、
実
家
一

私
の
周
り
に
は
、
力
強
い
、
そ
一
の
神
奈
川
神
社
に
奉
職
し
、
祖

平
成
十
七
年
に
三
重
県
内
の

し
て
魅
力
的
な
胴
・
太
鼓
を
叩
一
父
・
父
と
共
に
、
神
職
と
し
て
一
一
般
企
業
を
退
職
し
、
米
子
へ

か
れ
る
方
が
大
勢
い
ら
し
や
い

勤
め
て
お
り
ま
す
。
二
戻
り
ま
し
て
か
ら
神
職
養
成
講

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
方
々
か
ら
、
一
社
頭
奉
仕
を
通
し
て
学
習
で
一
習
会
に
於
い
て
直
階
の
資
格
を

ひ
と
つ
で
も
多
く
学
び
、
素
晴
一
き
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
、
一
授
か
り
、
同
年
十
一
月
十
五
日

ら
し
い
胴
・
太
鼓
を
叩
き
た
い
一
至
ら
な
い
部
分
が
多
い
の
も
現
一
に
旗
崎
神
社
禰
宜
に
任
命
さ
れ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
氏
子
、
一
状
で
す
。
一
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
、
宮
司
で

総
代
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
ら

今
後
は
、
総
代
さ
ん
、
氏
子
一
あ
っ
た
祖
父
が
亡
く
な
り
、
今

れ
る
よ
う
、
専
心
努
力
し
て
い

さ
ん
、
地
域
の
方
々
と
の
つ
な
一
年
の
九
月
五
日
よ
り
同
神
社
の

く
所
存
で
す
．
よ
ろ
し
く
お
願
一
が
り
を
大
切
に
し
、
多
く
の
知
一
宮
司
代
務
者
と
し
て
奉
職
し
て

い
い
た
し
ま
す
。
一
識
と
幅
広
い
教
養
を
身
に
つ
け
、
一
お
り
ま
す
。

戦
簸
溌
讃
溌
溌
溌
溌
溌
讃
溌
鐸
隷
一
世
の
た
め
人
の
た
め
に
貢
献
で
一
神
職
と
し
て
も
人
間
と
し
て

日
頃
は
神
道
青
年
会
の
諸
活
一
の
心
～
と
掲
げ
、
全
国
か
ら
三

難
い
善
事
と
自
負
す
る
所
で
御
一

動
に
際
し
、
格
別
の
ご
理
解
と

百
四
十
七
名
の
会
員
が
集
い
、

座
い
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
、
－

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
感
謝
申
一
初
日
第
一
講
義
は
軍
事
学
者
潮

会
員
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
－

し
上
げ
ま
す
。
｜
匡
人
先
生
、
第
二
講
義
は
漫
才
－
す
。

去
る
三
月
二
十
三
・
二
十
四
一
師
の
宮
川
大
助
先
生
、
翌
日
第
一
今
回
、
当
県
神
道
青
年
会
に

日
、
米
子
市
皆
生
に
於
い
て
開
一
三
講
義
は
烏
取
木
鶏
研
究
会
代
一
於
い
て
は
初
の
全
国
事
業
で
あ
一

催
さ
れ
ま
し
た
平
成
十
七
年
度
一
表
徳
永
圀
典
先
生
の
講
義
を
拝
一
つ
た
為
、
好
余
曲
折
と
苦
難
多
一

神
道
青
年
全
国
協
議
会
中
央
研
一
聴
し
、
熱
心
に
自
己
研
鑛
を
積
一
々
あ
り
ま
し
た
が
、
大
変
貴
重
一

修
会
は
、
滞
り
無
く
盛
会
に
終
一
み
、
大
変
稔
り
有
る
研
修
会
を
一
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
一

え
ま
し
た
事
を
先
ず
以
っ
て
ご
一
開
催
で
き
ま
し
た
。
一
今
後
は
こ
の
経
験
を
活
か
し
、
一

報
告
申
し
上
げ
、
際
し
ま
し
て
一
当
初
、
第
一
講
義
の
講
師
に

欺
界
の
発
展
繁
栄
に
微
力
な
が
｜

多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
助
成
金

予
定
し
て
お
り
ま
し
た
石
破
茂

ら
尽
く
す
所
存
で
御
座
い
ま
す
。
一

を
賜
り
、
会
員
一
同
心
よ
り
深
一
先
生
に
は
、
御
公
務
多
忙
の
為
一
終
わ
り
に
、
ご
支
援
ご
指
導
一

く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で

お
招
き
叶
わ
ず
残
念
で
は
あ
り

賜
り
激
励
頂
き
ま
し
た
先
輩
諸
一

御
座
い
ま
す
。

ま
し
た
が
、
ご
配
慮
賜
り
潮
匡

賢
皆
様
方
に
は
、
衷
心
よ
り
感
一

研
修
会
主
題
に
は
、
「
和
魂
」
一
人
先
生
を
紹
介
頂
き
誠
に
有
難
一
謝
申
し
上
げ
、
御
礼
の
挨
拶
と
一

～
受
け
継
ぎ
伝
ふ
べ
き
日
本
人
一
く
感
謝
致
し
ま
し
た
。
－
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

司

小
鳥
取
神
青
通
信

燭
ず甥 一戸

神
道
青
年
全
国
協
議
会

中
央
研
修
会
を
終
え
て

癖
癖
》
》
》
》
識

つ
、
塔

曲
葬
一
Ｊ
一

謹
畷
錘
《
唾
》
》
蕊
蝿
鐸
鋸
》
織
・
，
麹
窪
纏
穂
率
，
索
》

鳥
取
県
神
道
青
年
会
会
長

中
央
研
修
会
実
行
委
員
長

須
山
倫
史

舞

騨電癖、

氏
名
船
越
浩
紀

住
所
日
野
郡
江
府
町

武
庫
九
五
六
’
二

奉
務
神
社
神
奈
川
神
社

所
属
西
部
青
年
神
職
会

◎
今
後
の
抱
負

”;－ ． ，

働
員是禦“鳥

鐸
識
辮
“
“
鐸
津
鐸
織
癖

P里
へ

」

き
る
神
職
に
な
り
た
い
と
思
い
一
も
未
熟
者
の
為
、
諸
先
輩
方
、
一
平
成
十
八
年
春
日
神
社
の
権
禰

ま
す
。
一
氏
子
の
皆
様
方
の
お
力
を
お
借

宜
と
し
て
奉
仕
し
て
い
ま
す
．

こ
れ
か
ら
も
、
ご
指
導
の
ほ
一
り
す
る
こ
と
が
多
い
か
と
思
い
一
烏
取
県
神
道
青
年
会
で
、
諸

一
ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
｜
ま
す
が
、
一
生
懸
命
に
ご
奉
仕
一
先
輩
方
に
様
々
な
知
識
を
学
ば

一
申
し
上
げ
ま
す
．
一
し
て
皆
様
に
信
頼
し
て
頂
け
る
一
せ
て
頂
き
、
諸
先
輩
方
に
少
し

一
韓
溌
蕊
蕊
慈
薄
溌
凝
議
溌
湾
輝
識

神
職
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
の
一
で
も
近
づ
け
る
よ
う
努
力
し
て

一
氏
名
木
村
裕
行
一
で
、
ご
指
導
ご
鞭
燵
の
ほ
ど
宜
一
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
奉
務
神
社
旗
崎
神
社
一
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
一
ま
だ
、
何
も
わ
か
ら
ぬ
未
熟

一
所
属
西
部
青
年
神
職
会
一
難
蕊
溌
溌
溌
溌
溌
溌
溌
溌
溌
溌
笠
者
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後

一
．
今
後
の
抱
負
一
氏
名
後
藤
久
直
一
と
も
何
卒
ご
指
導
の
ほ
ど
宜
し

一
住
所
鳥
取
県
西
伯
郡
一
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

氏
名
後
藤
久
直
一

住
所
鳥
取
県
西
伯
郡
一

又
、
主
題
、
主
旨
等
研
修
の
一

主
軸
と
な
る
論
議
、
添
削
等
に
一

始
ま
り
、
当
日
研
修
会
運
営
の
一

総
て
に
至
る
迄
、
会
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
み
、
皆
の
叡
智
一

を
結
集
し
て
当
会
が
一
つ
に
纒
一

ま
っ
た
事
は
、
何
事
に
も
替
え
一
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二

奉
務
神
社
春
日
神
社

所
属
西
部
青
年
神
職
会
一

．
今
後
の
抱
負

こ
の
度
、
鳥
取
県
神
道
青
年
一

会
に
入
会
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
、
一

後
藤
久
直
と
申
し
ま
す
。

私
は
、
平
成
十
六
年
に
大
社
一

国
学
館
に
お
い
て
直
階
を
修
了
一

し
、
平
成
十
七
年
山
口
県
神
社
一

庁
に
お
い
て
権
正
階
を
修
得
し
、

ｑ
徳
永
先
生
に
よ
る
講
義

愚
餌、一

Ｆ
１

壷
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斤
蝿
幹
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挙
醒
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▲予想を上回る300人以上の参加者▼開講式テーマは「和魂」

a
蕪心＝

編

現
在
、
大
変
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
飲
酒
運
転
に
よ
る

事
故
。
市
の
職
員
や
公
務
員
等

が
悪
質
な
事
故
を
起
こ
し
、
全

く
関
係
な
い
人
が
死
亡
す
る
。

あ
る
関
西
の
有
名
神
社
で
は
来

年
の
正
月
に
お
神
酒
は
一
切
出

さ
な
い
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流

れ
た
。
と
ん
で
も
な
い
時
代
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、

そ
こ
ま
で
徹
底
し
て
良
い
の
か

悪
い
の
か
？
事
故
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
く
に
は
、
や
は
り

そ
こ
ま
で
し
な
く
て
は
い
け
な

い
時
代
か
も
知
れ
な
い
、
で
も

乗
ら
な
け
れ
ば
い
い
の
だ
。
そ

れ
だ
け
だ
。
や
は
り
酒
は
楽
し

く
飲
も
う
。

＝
け
記
念
品
と
し
て
配
ら
れ
た
鬼
太
郎
手
拭
い

集

後
記

＃ ■』
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ゞ
旧
神
領
地
の
町
内
総
出
の
晴

れ
舞
台
で
、
数
日
前
に
揃
い
の

法
被
（
は
つ
ぴ
）
姿
で
二
見
浦

に
『
浜
参
宮
』
を
し
て
心
身
を

一
清
め
て
行
事
に
臨
み
ま
す
。
巨

罷
大
な
木
曳
車
で
約
八
百
メ
ー
ト

癌
ル
の
陸
曳
き
を
行
い
ま
す
。

》
全
国
よ
り
一
人
で
も
多
く
の

皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
民

族
の
一
大
祭
典
で
あ
る
神
宮
式

年
遷
宮
に
、
心
か
ら
な
る
奉
賛

の
誠
を
捧
げ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

グ”.､霧…霜もL- "麓;"-………

鯨
鑪
嘩
篝
謹
鼈
小
坂
雅
彦
一
わ
っ
た
は
ず
．
潮
先
生
も
国
防
一

一
と
い
う
専
門
家
の
立
場
か
ら
の
一

日
本
人
が
日
本
人
ら
し
い
考
思
え
る
。
こ
の
度
の
主
題
は
、
一
意
見
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
我
々
え
方
を
し
な
く
な
っ
て
き
た
昨
一
そ
う
し
た
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
一
に
愛
国
心
の
何
た
る
か
を
語
ら
一

今
、
我
々
神
職
と
し
て
の
あ
り
一
潮
匡
人
、
宮
川
大
助
、
徳
永
圀
一
れ
た
。
い
ず
れ
も
す
ば
ら
し
い
一

方
、
有
り
様
を
問
わ
れ
る
よ
う
一
典
の
各
氏
に
決
ま
り
そ
れ
ぞ
れ
一
和
魂
で
あ
る
と
思
う
。

な
状
況
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
一
の
立
場
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
、
一
平
成
十
六
年
夏
の
実
行
委
員
一

都
会
に
於
い
て
は
著
し
く
、
地
一
体
験
を
交
え
た
講
演
を
拝
聴
す
会
結
成
か
ら
数
え
る
こ
と
二
十
方
に
於
い
て
も
加
速
を
増
し
て
一
る
こ
と
と
な
っ
た
。
特
に
徳
永
一
一
回
の
会
議
、
三
回
の
説
明
会
、
一

い
る
。
昨
今
の
神
宮
大
麻
減
体
一
先
生
の
講
演
は
こ
の
趣
旨
主
題
一
二
回
の
下
見
会
を
経
た
．
列
な
一

が
そ
の
証
左
と
言
え
よ
う
。
で
一
に
合
致
し
た
も
の
で
あ
り
、
皆
一
る
者
二
十
二
名
。
雨
を
凌
ぎ
、
一

は
日
本
は
、
神
職
は
、
神
社
界
一
の
共
感
を
得
ら
れ
た
と
思
う
。
一
雪
に
耐
え
、
時
に
日
付
の
変
わ
一

は
間
違
っ
た
方
向
へ
向
か
っ
て
一
日
本
人
が
日
本
人
ら
し
い
時
代
一
る
時
間
に
も
負
け
ず
、
政
治
家
一

い
る
の
か
．
そ
う
で
は
な
い
と
一
を
生
き
て
き
た
証
人
と
し
て
、
一
の
都
合
に
振
り
回
さ
れ
乍
ら
も
一

信
じ
た
い
．
で
は
我
々
若
手
神
一
こ
れ
か
ら
明
日
の
日
本
を
背
負
一
何
と
か
形
に
な
っ
た
の
は
、
奇
一

職
は
何
を
以
て
旗
印
と
し
、
自
一
っ
て
い
く
私
た
ち
に
、
飾
ら
な
－
跡
で
は
な
く
、
こ
の
す
ば
ら
し
－

らを律し逼進していくべき一い言葉で応援し、命を、思き人々
の蓋力あってこそでなのか．悩んだ時こその「一いを繋いでほしいとの想いある。

温
故
知
新
」
先
人
の
残
し
た
大
一
で
一
杯
だ
っ
た
．
宮
川
先
生
の
一
今
回
の
研
修
会
の
事
務
局
担
一

い
な
る
知
恵
、
習
得
を
今
こ
そ
一
体
験
か
ら
来
る
思
い
も
、
当
初
一
当
と
し
て
、
受
講
生
と
し
て
、
限
一

喚
起
し
、
世
に
知
ら
し
め
て
行
一
の
予
定
を
遙
に
超
え
る
時
間
語
一
り
な
い
教
訓
を
胸
に
、
「
和
魂
」
一

く
べ
き
時
に
き
て
い
る
と
私
は
、
一
り
、
熱
い
思
い
だ
け
は
皆
に
伝
一
を
旨
に
神
明
奉
仕
に
励
み
た
い
。
－

和
魂
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｡ 人
の
心
～

目次 月日(曜） 行 程

各騨＝米子|C=蒜山SA=<高速>=加勢A=
＜高速＞＝＝浜参宮(二見興玉神社)＝＝

みそぎの浜で,心を;青める

伊勢志摩真珠館＝鳥羽市内17:3.着

鳥羽＝伊勢市･ ･お木曳行事･ ･外宮(御垣内参拝）
8：00発 約800mを約50分で塞曳きします。

･ ･おもてなし会場＝内宮(御垣内参拝)昼食＝
＜高速＞＝加西SA=米子|C=各地22:｡｡着

14号00

１
日
目

６２
１

／
土Ｉ

５

２
日
目

5／27
（日）

L

■

い
わ
ゆ
る
「
自
虐
的
」
な
教

育
を
受
け
た
為
で
し
ょ
う
か
。

鳥
取
県
と
い
え
ば
、
人
口
は
最

小
、
交
通
網
の
整
備
は
遅
れ
、

著
名
人
が
浮
か
ば
な
い
、
全
国

一
の
田
舎
町
で
、
私
は
鳥
取
県

出
身
で
あ
る
こ
と
が
恥
ず
か
し

い
こ
と
の
よ
う
に
思
い
な
が
ら

育
ち
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
四
月
か
ら

地
元
で
の
奉
仕
も
早
半
年
余
り

を
経
て
、
そ
の
思
い
が
が
ら
り

と
変
わ
り
ま
し
た
。
鳥
取
県
は
、

自
然
に
恵
ま
れ
、
人
柄
は
温
厚
、

氏
名
金
田
祐
季

住
所
鳥
取
市
国
府
町

宮
下
六
五
一

生
年
月
日
昭
和
五
十
四
年

十
一
一
月
五
日

奉
務
神
社
宇
倍
神
社

所
属
若
葦
会

◎
今
後
の
抱
負

新
入
会
員
紹
介

ｑ
宮
川
先
生
も
帰
烏

Fｰ両
タミ

是
一

ロ■■■■

▲前日入念な打ち合わせ▼全国津々浦々から本当に有難う ！

園
識

鴬
珂 伝

余
興
で
行
わ
れ
た
「
が
い
な
太
鼓
」

ま
だ
ま
だ
神
職
と
し
て
、
ま

た
烏
取
県
民
と
し
て
も
日
が
浅

い
私
で
は
あ
り
ま
す
が
、
真
筆

に
勤
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
諸
先
輩
方
、
何
卒
御

指
導
御
鞭
燵
を
賜
り
ま
す
様
御

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
、
殺
銀
氏
ぷ
ぷ
＆
』
散
鍜
０
零
蝦
訴
鼬
〆
訣
。
蜘
韻
餌
。
晒
殴
鋪
。
、
謨
鈩
。
１
．
、
胡
鰊
。
凸
．
『
殴
渉
０
Ｇ
㎡
砂
恥
〆
鈩

地
域
の
結
び
つ
き
が
し
っ
か
り

と
残
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な

誇
れ
る
美
し
い
故
郷
、
鳥
取
を

守
り
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
指
導
の
程
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
秒
■
樺
旬
、
■
■
毎
屯
も
や
や
担
已
」
守
ら
心
牛
も
、
■
心
卑
、
■
■
幻
■
も
０
■
押
■
も
■
。
押
岨
ｂ
ｂ
や
心
も
」
甲
や
Ｆ
Ｄ
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
守
田
■
令
Ｆ
白

与
■
』
叩
守
曲
ｑ
守
り
◆
■
●
七
守
旬
■
●
・
Ｇ
ｑ
①
■
』
Ｆ
■
凸
■
■
ｄ
や
①
■
由
り
ｂ
ｅ
■
』
５
Ｆ
■
●
勺
■
ザ
曲
今
■
守
口
●
■
・
●
●
①
耳
写
伊
■

氏
名
伊
藤
大
輔

住
所
鳥
取
市
国
府
町
三

代
寺
七
四
六
’
一

β
二
○
三

生
年
月
日
昭
和
五
十
四
年

八
月
一
日

奉
務
神
社
宇
倍
神
社

所
属
若
葦
会

◎
今
後
の
抱
負

灘
鯉
蝿
伊
軸
晶
。
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【
兎
一
訓
部
若
葦
会
》
召「

若葦会では毎年、夏に一泊研修を行っています。今一

年
は
七
月
二
十
九
日
（
土
）
～
一

三
十
日
（
日
）
の
二
日
間
に
分
一

け
て
行
い
ま
し
た
。
初
日
は
霧
一

林
先
生
の
講
師
の
元
、
因
幡
相
一

伝
楽
の
太
鼓
の
練
習
を
行
い
ま
一

し
た
。
皆
、
真
剣
に
因
幡
の
伝
一

統
あ
る
楽
を
習
得
し
よ
う
と
練
一

習
に
励
み
ま
し
た
。
続
い
て
会
一

場
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
鹿
野
一

町
の
加
知
弥
神
社
禰
宜
さ
ん
に
一

神
社
の
由
緒
に
つ
い
て
説
明
を
一

頂
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
午
前
六
時
に
起
床
一

し
、
旗
を
行
い
ま
し
た
。
身
を
一

切
る
様
な
冷
た
い
川
に
身
を
沈
一

め
、
心
身
共
に
清
め
ら
れ
ま
し
－

た
。
そ
の
後
は
田
中
先
生
を
講
一

師
に
招
き
、
祭
式
練
習
に
入
り
一
ま
し
た
。
参
加
人
数
が
少
な
か
一

つ
た
為
、
衣
紋
の
着
付
け
練
習
一

を
行
い
ま
し
た
。
毎
年
の
護
国
一

神
社
着
付
け
奉
仕
に
役
立
つ
様
、
一

皆
が
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
一

来年はもう少し参加者が集一ＩＩｉ各単位会の活動

イベント企画鳥取県神道青年書

伊勢神宮参拝と
お木曳きご奉仕の旅

ま
る
様
、
呼
び
掛
け
を
充
分
に

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
田
中
正
臣
）

■ご旅行期間平成19年5月26日②～5月27日⑤

■ご旅行代金お－人様 35,000円
【食事:朝1回･昼2回･夕2回(弁当含む)】

■募集人員 80名様(最少催行人員35名）

■お申込み|こついて鮮込締切園平成'8年なるべて亭‘

へ夕堅

1奉曳き参加者の特典，
お木曳きセット(ハッピ､帯､鉢巻)､参加章記念品､記念DVD

神明奉仕セット(白ズボン､白シャツ＜半袖･長袖＞､白タオル､白小物入れ､白巾善袋）【
中
部
青
年
神
職
会
】

中
部
青
年
神
職
会
は
平
成
十

八
年
度
の
事
業
と
し
て
二
月
十

一
日
に
建
国
祭
を
斎
行
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
建
国
祭
は
中
部

青
神
で
長
い
間
受
け
継
が
れ
て

き
た
事
業
の
一
つ
で
、
毎
年
中

部
の
宮
司
さ
ん
を
斎
主
に
お
迎

え
し
、
そ
の
宮
司
さ
ん
の
神
社

で
行
わ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
琴
浦
町
上
伊
勢
の

『
方
見
神
社
』
宮
司
・
池
本
洋

一
氏
を
斎
主
に
お
迎
え
し
、
禰

宜
の
池
本
千
鶴
子
さ
ん
に
も
楽

人
と
し
て
ご
奉
仕
し
て
頂
き
ま

し
た
。
会
員
の
奉
仕
者
は
五
人

と
相
変
わ
ら
ず
少
数
で
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
が
祭
典
の
全
体
を
見

た
上
で
、
自
分
が
ど
の
よ
う
に

動
く
の
か
試
行
錯
誤
し
て
行
っ

た
祭
典
は
神
職
と
し
て
良
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
。

中
部
は
東
部
や
西
部
の
青
年

神
職
会
に
比
べ
て
会
員
数
が
少

な
い
の
が
悩
み
の
種
で
す
。
し

か
し
、
一
人
ひ
と
り
の
意
見
を

尊
重
で
き
る
の
も
、
中
部
全
体

で
”
濃
い
“
人
間
関
係
が
作
れ

る
の
も
少
数
な
ら
で
は
の
強
み

）(白ズポﾝは希望のｻｲゴを申込み用紙|こ記入: (男･女)､S･M･L･LL･EL

添乗員が同行します。

｢申込＝｣を記入の上、旅行代金を添えて各単位会(西部･中部・

東部)事務局経由にて烏取県神道会事務局を通じて近畿日本ツ

ーリスト(株)までお申し込みください。

■添乗員

■申込方法

令
令
令
今
令
今
令
今
令
令
今
粂

蝋
F没

＃E』

伊
勢
の
神
宮
で
は
、
二
十
年

に
一
度
、
御
正
殿
以
下
の
御
社

殿
や
御
装
束
・
神
宝
を
は
じ
め

一
切
を
一
新
し
て
、
清
々
し
い

新
宮
へ
大
御
神
さ
ま
に
お
遷
り

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
中
部
で
一
致
団
結
し

て
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い

き
た
い
で
す
。
レ
ッ
ッ
ゴ
ー
中

部
！
（
渡
邊
香
里
）

お
木
曳
き
に
つ
い
て

へへ

■■
… , ．-‐』‐ 、" 冤蓉室:‐ ≠ イ

(記念品・お木曳き車）
(木遣り歌のオルゴール付）

『 蝿

(神明奉仕セット）

天
皇
が
お
定
め
に
な
り
、
持
統

天
皇
の
御
代
に
第
一
回
が
行
わ

れ
、
以
来
、
絶
え
る
こ
と
な
く

連
綿
と
親
か
ら
子
へ
子
か
ら
孫

へ
と
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

お
木
曳
き
は
、
旧
神
領
に
あ

た
る
伊
勢
市
・
二
見
町
・
御
薗

村
の
住
民
が
二
ヶ
月
間
に
わ
た

り
式
年
遷
宮
で
使
わ
れ
る
御
用

材
を
両
宮
に
曳
き
入
れ
る
盛
大

な
行
事
で
す
。
（
次
頁
へ
）

い
た
だ
く
お
ま
つ
り
が
執
り
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

今
か
ら
千
三
百
年
前
に
天
武

【
閏
部
青
年
神
職
会
】

西
部
青
年
神
職
会
は
、
中
央

研
修
会
に
専
念
す
る
為
今
年
度

は
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

種

錨

．

信

。

串

堅

ｆ

剥

割

引

寸

ｊ

辞

挙

睦

瞠

》

宙
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《
東
部
若
葦
会
寺

若
葦
会
で
は
毎
年
、
夏
に
一

泊
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
は
七
月
二
十
九
日
（
土
）
～

三
十
日
（
日
）
の
二
日
間
に
分

け
て
行
い
ま
し
た
．
初
日
は
霧

林
先
生
の
講
師
の
元
、
因
幡
相

伝
楽
の
太
鼓
の
練
習
を
行
い
ま

し
た
．
皆
、
真
剣
に
因
幡
の
伝

統
あ
る
楽
を
習
得
し
よ
う
と
練

習
に
励
み
ま
し
た
。
続
い
て
会

場
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
鹿
野

町
の
加
知
弥
神
社
禰
宜
さ
ん
に

神
社
の
由
緒
に
つ
い
て
説
明
を

頂
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
午
前
六
時
に
起
床

し
、
旗
を
行
い
ま
し
た
。
身
を

切
る
様
な
冷
た
い
川
に
身
を
沈

め
、
心
身
共
に
清
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
は
田
中
先
生
を
講

師
に
招
き
、
祭
式
練
習
に
入
り

ま
し
た
。
参
加
人
数
が
少
な
か

っ
た
為
、
衣
紋
の
着
付
け
練
習

を
行
い
ま
し
た
。
毎
年
の
護
国

神
社
着
付
け
奉
仕
に
役
立
つ
様
、

皆
が
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

来
年
は
も
う
少
し
参
加
者
が
集

各
単
位
会
の
活
動

イベント企画鳥取県神道青年含

|伊勢神宮参拝と
'お木曳きご奉仕の旅

＃
Ｂ
加
地
弥
神
社
の
由
緒
を
聰
＆

か
＆
画
回
ワ
廿
咄
守
偵
■
Ⅸ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｑ
Ｉ
Ｉ
ｑ
Ｉ
‐
．
・
ｉ
‐

ま
る
様
、
呼
び
掛
け
を
充
分
に

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
田
中
正
臣
）

■ご旅行期間平成19年5月26日④～5月27日⑤

■ご旅行代金お－人様 35,000円
【食事:朝1回･昼2回･夕2回(弁当含む)】

■募集人員 80名様(最少催行人員35名）

■お申込みについて…》平成'8年なるべく舅く

閏
ず
ぶ
蕗

．

へ餌、

1奉曳き参加者の特典，
お木曳きセット(ハッピ､帯､鉢巻)､参加菫､記念品､記念DVD

神明奉仕セット(白ズボン､白シャツ＜半袖･長袖＞､白タオル､白小物入れ､白巾着袋）

一
中
部
青
年
神
職
会
は
平
成
十

一
八
年
度
の
事
業
と
し
て
二
月
十

一
一
日
に
建
国
祭
を
斎
行
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
建
国
祭
は
中
部

一
青
神
で
長
い
間
受
け
継
が
れ
て

一
き
た
事
業
の
一
つ
で
、
毎
年
中

一
部
の
宮
司
さ
ん
を
斎
主
に
お
迎

一
え
し
、
そ
の
宮
司
さ
ん
の
神
社

一
で
行
わ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

一
今
年
度
は
琴
浦
町
上
伊
勢
の

一
『
方
見
神
社
』
宮
司
・
池
本
洋

一
一
氏
を
斎
主
に
お
迎
え
し
、
禰

一
宜
の
池
本
千
鶴
子
さ
ん
に
も
楽

一
人
と
し
て
ご
奉
仕
し
て
頂
き
ま

一
し
た
．
会
員
の
奉
仕
者
は
五
人

一
と
相
変
わ
ら
ず
少
数
で
し
た
が
、

一
そ
れ
ぞ
れ
が
祭
典
の
全
体
を
見

一
た
上
で
、
自
分
が
ど
の
よ
う
に

一
動
く
の
か
試
行
錯
誤
し
て
行
っ

一
た
祭
典
は
神
職
と
し
て
良
い
経

一
験
に
な
り
ま
し
た
。

一
中
部
は
東
部
や
西
部
の
青
年

一
神
職
会
に
比
べ
て
会
員
数
が
少

一
な
い
の
が
悩
み
の
種
で
す
。
し

一
か
し
、
一
人
ひ
と
り
の
意
見
を

一
尊
重
で
き
る
の
も
、
中
部
全
体

一
で
”
濃
い
“
人
間
関
係
が
作
れ

一
る
の
も
少
数
な
ら
で
は
の
強
み

《
中
部
青
年
神
職
今
》

白ズボﾝは希望のｻｲゴを申込み用紙に記入: (男･女)､S･M･L･LL･EL)（

添乗員が同行します。

｢申込害｣を記入の上､旅行代金を添えて各単位会(西部･中部・

東部)事務局経由|こて烏取県神道会事務局を通じて近畿日本ツ

ーリスト(株)までお申し込みください。

■添乗員

■申込方法

“
張
型
沌
雫
串

一
お
木
曳
き
に
つ
い
て
一

一
伊
勢
の
神
宮
で
は
、
二
十
年
一

一
に
一
度
、
御
正
殿
以
下
の
御
社
一

一
殿
や
御
装
束
・
神
宝
を
は
じ
め
一

一
一
切
を
一
新
し
て
、
清
々
し
い
一

一
新
宮
へ
大
御
神
さ
ま
に
お
遷
り
一

令
令
今
令
令
令
争
令
令
今
今
冬

魂詳きた．

癖で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
中
部
で
一
致
団
結
し

て
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い

き
た
い
で
す
。
レ
ッ
ッ
ゴ
ー
中

部
！
（
渡
邊
香
里
）

鷲

へタミ

(記念品・お木曳き車）
(木遣り歌のオルゴール付）

(神明奉仕セット） 輔
弼
坤
村
ゴ
ー
罫

い
た
だ
く
お
ま
つ
り
が
執
り
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

今
か
ら
千
三
百
年
前
に
天
武

天
皇
が
お
定
め
に
な
り
、
持
統

天
皇
の
御
代
に
第
一
回
が
行
わ

れ
、
以
来
、
絶
え
る
こ
と
な
く

連
綿
と
親
か
ら
子
へ
子
か
ら
孫

へ
と
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

お
木
曳
き
は
、
旧
神
領
に
あ

た
る
伊
勢
市
・
二
見
町
・
御
薗

村
の
住
民
が
二
ヶ
月
間
に
わ
た

り
式
年
遷
宮
で
使
わ
れ
る
御
用

材
を
両
宮
に
曳
き
入
れ
る
盛
大

な
行
事
で
す
。
（
次
頁
へ
）

《
西
部
青
年
神
職
会
】

西
部
青
年
神
職
会
は
、
中
央

研
修
会
に
専
念
す
る
為
今
年
度

は
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
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旧
神
領
地
の
町
内
総
出
の
晴

荊
舞
台
で
、
数
日
前
に
揃
い
の

法
被
（
は
つ
ぴ
）
姿
で
二
見
浦

に
『
浜
参
宮
』
を
し
て
心
身
を

清
め
て
行
事
に
臨
み
ま
す
。
巨

天
な
木
曳
車
で
約
八
百
メ
ー
ト

》
ル
の
陸
曳
き
を
行
い
ま
す
。

全
国
よ
り
一
人
で
も
多
く
の

皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
民

一
癖
鄙
琴
嘩
祭
碑
症
垂
轌
諦
窪
霊

あ
誠
を
捧
げ
て
い
だ
だ
き
ま
す

一
よ
う
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

、

鴨
韻
鰹
零
篝
驍
小
坂
雅
彦
一
わ
っ
た
は
ず
．
潮
先
生
も
国
防
一

一
と
い
う
専
門
家
の
立
場
か
ら
の
一

日
本
人
が
日
本
人
ら
し
い
考
思
え
る
。
こ
の
度
の
主
題
は
、
意
見
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
我
々
一

え
方
を
し
な
く
な
っ
て
き
た
昨
そ
う
し
た
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
に
愛
国
心
の
何
た
る
か
を
語
ら
｜

今
、
我
々
神
職
と
し
て
の
あ
り
一
潮
匡
人
、
宮
川
大
助
、
徳
永
圀
一
れ
た
。
い
ず
れ
も
す
ば
ら
し
い
一

方
、
有
り
様
を
問
わ
れ
る
よ
う
一
典
の
各
氏
に
決
ま
り
そ
れ
ぞ
れ
一
和
魂
で
あ
る
と
思
う
。

な
状
況
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
一
の
立
場
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
、
一
平
成
十
六
年
夏
の
実
行
委
員
一

都
会
に
於
い
て
は
著
し
く
、
地
一
体
験
を
交
え
た
講
演
を
拝
聴
す
一
会
結
成
か
ら
数
え
る
こ
と
二
十
一

方
に
於
い
て
も
加
速
を
増
し
て
一
る
こ
と
と
な
っ
た
。
特
に
徳
永
一
一
回
の
会
議
、
三
回
の
説
明
会
、
一

い
る
。
昨
今
の
神
宮
大
麻
減
体
一
先
生
の
講
演
は
こ
の
趣
旨
主
題
二
一
回
の
下
見
会
を
経
た
．
列
な
一

が
そ
の
証
左
と
言
え
よ
う
。
で
一
に
合
致
し
た
も
の
で
あ
り
、
皆
一
る
者
二
十
二
名
。
雨
を
凌
ぎ
、
｜

は
日
本
は
、
神
職
は
、
神
社
界
一
の
共
感
を
得
ら
れ
た
と
思
う
。
一
雪
に
耐
え
、
時
に
日
付
の
変
わ
一

は
間
違
っ
た
方
向
へ
向
か
っ
て
日
本
人
が
日
本
人
ら
し
い
時
代
一
る
時
間
に
も
負
け
ず
、
政
治
家
一

いるのか。そうではないとを生きてきた証人として、一の都合に振り回され乍らも信じたい。では我々
若手神これから明日の日本を背負一何とか形になったのは、奇職は何を以て旗印とし、自一っていく私たちに、飾らな－跡ではなく、このすばらし－

ら
を
律
し
逼
進
し
て
い
く
べ
き
一
い
言
葉
で
応
援
し
、
命
を
、
思
一
き
人
々
の
蓋
力
あ
っ
て
こ
そ
で
一

な
の
か
。
悩
ん
だ
時
こ
そ
の
「
一
い
を
繋
い
で
ほ
し
い
と
の
想
い
一
あ
る
．

温
故
知
新
」
先
人
の
残
し
た
大
一
で
一
杯
だ
っ
た
。
宮
川
先
生
の
一
今
回
の
研
修
会
の
事
務
局
担
一

い
な
る
知
恵
、
習
得
を
今
こ
そ
一
体
験
か
ら
来
る
思
い
も
、
当
初
一
当
と
し
て
、
受
講
生
と
し
て
、
限
一

喚
起
し
、
世
に
知
ら
し
め
て
行
一
の
予
定
を
遙
に
超
え
る
時
間
語
一
り
な
い
教
訓
を
胸
に
、
「
和
魂
」
一

く
べ
き
時
に
き
て
い
る
と
私
は
、
一
り
、
熱
い
思
い
だ
け
は
皆
に
伝
を
旨
に
神
明
奉
仕
に
励
み
た
い
。
－

&

，
…
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受
け
継
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ふ
べ
き
日
本
人
の
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目次 月日(曜） 行 程

各地＝米子IC=蒜山SA=<高速>=加西SA=
7：30 弁当

く高速＞＝＝浜参宮(二見興玉神社)＝＝
みそぎの；兵で心を；青める

伊勢志摩真珠館＝鳥羽市内,7:3.着

１
１
｜
■
■
一
一
二
二

６２
１

／
土く

５

心

＄
；
嵩

へ

』

認甲嶬
鳥羽＝伊勢市･ ･お木曳行事･ ･外宮(御垣内参拝）
8:00発 約800mを約50分で奉曳きし,ます．

･ ･おもてなし会場＝内宮(御垣内参拝)昼食＝

＜高速＞＝加西SA=米子IC=各地22:｡｡着
14:00

2
■
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＝

三

5／27
（日）

息 ；
:鴬ノ

｜
い
わ
ゆ
る
「
自
虐
的
」
な
教

一
育
を
受
け
た
為
で
し
ょ
う
か
。

一
烏
取
県
と
い
え
ば
、
人
口
は
最

小
、
交
通
網
の
整
備
は
遅
れ
、

著
名
人
が
浮
か
ば
な
い
、
全
国

一
一
の
田
舎
町
で
、
私
は
鳥
取
県

一
出
身
で
あ
る
こ
と
が
恥
ず
か
し

－
い
こ
と
の
よ
う
に
思
い
な
が
ら

一
育
ち
ま
し
た
。

一
と
こ
ろ
が
、
こ
の
四
月
か
ら

一
地
元
で
の
奉
仕
も
早
半
年
余
り

一
を
経
て
、
そ
の
思
い
が
が
ら
り

一
と
変
わ
り
ま
し
た
。
鳥
取
県
は
、

一
自
然
に
恵
ま
れ
、
人
柄
は
温
厚
、

氏
名
金
田
祐
季

一
住
所
鳥
取
市
国
府
町

宮
下
六
五
一

一
生
年
月
日
昭
和
五
十
四
年

十
二
月
五
日

奉
務
神
社
宇
倍
神
社

一
所
属
若
葦
会

一
．
今
後
の
抱
負

？
新
入
会
員
紹
介

ぐ
宮
川
先
生
も
帰
鳥

F‐詞

津■

畷

§

瀞
▲前日入念な打ち合わせ▼全国津々浦々から本当に有難う ！

！
塗塞…

驚
遥

嚴詑暮
叫

伝
余
興
で
行
わ
れ
た
「
が
い
な
太
鼓
」

ま
だ
ま
だ
神
職
と
し
て
、
ま

た
鳥
取
県
民
と
し
て
も
日
が
浅

い
私
で
は
あ
り
ま
す
が
、
真
蟄

に
勤
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
諸
先
輩
方
、
何
卒
御

指
導
御
鞭
燵
を
賜
り
ま
す
様
御

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

”
ふ
。
ｒ
ｐ
今
鮎
■
Ｄ
か
。
ザ
２
．
守
口
。
昂
。
・
ム
ム
ザ
・
今
鮎
。
”
今
。
ザ
・
口
凡
・
宇
卓
・
ザ
ロ
ョ
昂
。
・
空
ｑ
Ｄ
。

？
△
§
要
．
。
↑
餌
．
凸
舎
涜
。
延
夢
。
。
§
勇
。
。
・
酉
。
。
、
渓
。
。
、
詞
‐
如
騨
．
。
・
巽
．
。
、
鋸
、
、
渓

氏
名
伊
藤
大
輔

住
所
鳥
取
市
国
府
町
三

代
寺
七
四
六
’
一

β
二
○
三

生
年
月
日
昭
和
五
十
四
年

八
月
一
日

奉
務
神
社
宇
倍
神
社

所
属
若
葦
会

◎
今
後
の
抱
負

地
域
の
結
び
つ
き
が
し
っ
か
り

と
残
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な

誇
れ
る
美
し
い
故
郷
、
鳥
取
を

守
り
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
．
ど
う
ぞ
ご
指
導
の
程
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

の I蕊(
灘

議
腎蕊難．

匙
』

壇
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氏
名
福
田
靖
一
氏
名
船
越
浩
紀
一
き
る
神
職
に
な
り
た
い
と
思
い
一
も
未
熟
者
の
為
、
諸
先
輩
方
、

住
所
東
伯
郡
琴
浦
町
一
住
所
日
野
郡
江
府
町
一
ま
す
。

氏
子
の
皆
様
方
の
お
力
を
お
借

美
好
一
七
○
一
武
庫
九
五
六
’
一
三
こ
れ
か
ら
も
、
ご
指
導
の
ほ
一
り
す
る
こ
と
が
多
い
か
と
思
い

奉
務
神
社
照
国
神
社
一
奉
務
神
社
神
奈
川
神
社
一
ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
一
ま
す
が
、
一
生
懸
命
に
ご
奉
仕

所
属
中
部
青
年
神
職
会
一
所
属
西
部
冑
年
神
職
会
一
申
し
上
げ
ま
す
。
一
し
て
皆
様
に
信
頼
し
て
頂
け
る

◎
今
後
の
抱
負
一
．
今
後
の
抱
負
一
趣
蕊
蕊
蕊
蕊
蕊
蕊
蕊
灘
麓
鐸
琵
群
一
神
職
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
の

こ
の
度
、
青
年
神
職
会
へ
入
一
こ
の
度
、
神
道
青
年
会
に
入

会
し
ま
し
た
、
「
英
語
を
話
す
こ
一
会
さ
せ
て
頂
き
ま
す
、
船
越
浩

と
が
で
き
る
神
職
」
を
目
指
し
一
紀
と
申
し
ま
す
。

て
い
る
福
田
靖
と
申
し
ま
す
。

國
學
院
大
學
を
卒
業
後
、
実
家

私
の
周
り
に
は
、
力
強
い
、
そ
一
の
神
奈
川
神
社
に
奉
職
し
、
祖

し
て
魅
力
的
な
胴
・
太
鼓
を
叩
一
父
・
父
と
共
に
、
神
職
と
し
て

か
れ
る
方
が
大
勢
い
ら
し
や
い
一
勤
め
て
お
り
ま
す
。

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
方
々
か
ら
、

社
頭
奉
仕
を
通
し
て
学
習
で

ひ
と
つ
で
も
多
く
学
び
、
素
晴

き
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
、

ら
し
い
胴
・
太
鼓
を
叩
き
た
い
一
至
ら
な
い
部
分
が
多
い
の
も
現

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
氏
子
、
一
状
で
す
。

総
代
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
ら
一
今
後
は
、
総
代
さ
ん
、
氏
子

れ
る
よ
う
、
專
心
努
力
し
て
い
－
さ
ん
、
地
域
の
方
々
と
の
つ
な

ぐ
所
存
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
一
が
り
を
大
切
に
し
、
多
く
の
知

い
い
た
し
ま
す
。
一
識
と
幅
広
い
教
養
を
身
に
つ
け
、

聡
が
恋
蛍
溌
溌
溌
溌
溌
溌
溌
辮
鉾
一
世
の
た
め
人
の
た
め
に
貢
献
で

日
頃
は
神
道
青
年
会
の
諸
活
一
の
心
～
と
掲
げ
、
全
国
か
ら
三

動
に
際
し
、
格
別
の
ご
理
解
と
一
百
四
十
七
名
の
会
員
が
集
い
、

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
感
謝
申
一
初
日
第
一
講
義
は
軍
事
学
者
潮

し
上
げ
ま
す
。
｜
匡
人
先
生
、
第
二
講
義
は
漫
才

去
る
三
月
二
十
三
・
二
十
四
一
師
の
宮
川
大
助
先
生
、
翌
日
第

日
、
米
子
市
皆
生
に
於
い
て
開
一
三
講
義
は
烏
取
木
鶏
研
究
会
代

催
さ
れ
ま
し
た
平
成
十
七
年
度
一
表
徳
永
圀
典
先
生
の
講
義
を
拝

神
道
青
年
全
国
協
議
会
中
央
研
一
聰
し
、
熱
心
に
自
己
研
讃
を
積

修
会
は
、
滞
り
無
く
盛
会
に
終
一
み
、
大
変
稔
り
有
る
研
修
会
を

え
ま
し
た
事
を
先
ず
以
っ
て
ご
一
開
催
で
き
ま
し
た
。

報
告
申
し
上
げ
、
際
し
ま
し
て

当
初
、
第
一
講
義
の
講
師
に

多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
助
成
金
一
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
石
破
茂

を
賜
り
、
会
員
一
同
心
よ
り
深
一
先
生
に
は
、
御
公
務
多
忙
の
為

く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
一
お
招
き
叶
わ
ず
残
念
で
は
あ
り

御
座
い
ま
す
。

ま
し
た
が
、
ご
配
慮
賜
り
潮
匡

研
修
会
主
題
に
は
、
「
和
魂
」
一
人
先
生
を
紹
介
頂
き
誠
に
有
難

～
受
け
継
ぎ
伝
ふ
べ
き
日
本
人
一
く
感
謝
致
し
ま
し
た
。

＃錘

鍾 鯛

働
錨 ~~

神
道
青
年
全
国
協
議
会

中
央
研
修
会
を
終
え
て

鳥
取
神
屋
青

鳥
取
県
神
道
青
年
会
会
長

中
央
研
修
会
実
行
委
員
長

須
山
倫
史

閥
ふふ

毎口錘 、琴蓋 ﾖｰ へ

通
信 氏

名
木
村
裕
行
一
で
、
ご
指
導
ご
鞭
燵
の
ほ
ど
宜

奉
務
神
社
旗
崎
神
社
一
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
．

所
属
西
部
青
年
神
職
会
一
躍
蕊
溌
溌
溌
溌
溌
溌
溌
溌
鐸
鋒
溌
》

◎
今
後
の
抱
負
一
氏
名
後
藤
久
直

氏
名
後
藤
久
直

平
成
十
七
年
に
三
重
県
内
の
一

一
般
企
業
を
退
職
し
、
米
子
へ
一

戻
り
ま
し
て
か
ら
神
職
養
成
講
一

習
会
に
於
い
て
直
階
の
資
格
を

授
か
り
、
同
年
十
一
月
十
五
日
一

に
旗
崎
神
社
禰
宜
に
任
命
さ
れ
｜

ま
し
た
。
そ
の
翌
年
、
宮
司
で
一

あ
っ
た
祖
父
が
亡
く
な
り
、
今
一

年
の
九
月
五
日
よ
り
同
神
社
の
一

宮
司
代
務
者
と
し
て
奉
職
し
て
一

お
り
ま
す
。

神
職
と
し
て
も
人
間
と
し
て
一

又
、
主
題
、
主
旨
等
研
修
の
一

主
軸
と
な
る
論
議
、
添
削
等
に
一

始
ま
り
、
当
日
研
修
会
運
営
の

総
て
に
至
る
迄
、
会
員
一
丸
と
一

な
っ
て
取
り
組
み
、
皆
の
叡
智
一

を
結
集
し
て
当
会
が
一
つ
に
纒
一

ま
っ
た
事
は
、
何
事
に
も
替
え
｜

難
い
善
事
と
自
負
す
る
所
で
御
一

座
い
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
、
｜

会
員
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
－

す
。

今
回
、
当
県
神
道
青
年
会
に
一

於
い
て
は
初
の
全
国
事
業
で
あ
一

つ
た
為
、
粁
余
曲
折
と
苦
難
多
一

々
あ
り
ま
し
た
が
、
大
変
貴
重
一

な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
一

今
後
は
こ
の
経
験
を
活
か
し
、
一

欺
界
の
発
展
繁
栄
に
微
力
な
が
一

ら
尽
く
す
所
存
で
御
座
い
ま
す
。
一

終
わ
り
に
、
ご
支
援
ご
指
導
一

賜
り
激
励
頂
き
ま
し
た
先
輩
諸
一

賢
皆
様
方
に
は
、
衷
心
よ
り
感
一

謝
申
し
上
げ
、
御
礼
の
挨
拶
と
－

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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奉
務
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春
日
神
社

所
属
西
部
青
年
神
職
会

◎
今
後
の
抱
鼠

蕊

こ
の
度
、
鳥
取
県
神
道
青
年
一

会
に
入
会
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
、
一

後
藤
久
直
と
申
し
ま
す
。

私
は
、
平
成
十
六
年
に
大
社
一

国
学
館
に
お
い
て
直
階
を
修
了
一

し
、
平
成
十
七
年
山
口
県
神
社

庁
に
お
い
て
権
正
階
を
修
得
し
、

忰
謬
Ｌ
ｉ
錐
謬
撚
誤 ぐ

徳
永
先
生
に
よ
る
講
義

ー鍵
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三
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平
成
十
八
年
春
日
神
社
の
権
禰

宜
と
し
て
奉
仕
し
て
い
ま
す
。

烏
取
県
神
道
青
年
会
で
、
諸

先
輩
方
に
様
々
な
知
識
を
学
ば

せ
て
頂
き
、
諸
先
輩
方
に
少
し

で
も
近
づ
け
る
よ
う
努
力
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
、
何
も
わ
か
ら
ぬ
未
熟

者
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
何
卒
ご
指
導
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

現
在
、
大
変
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
飲
酒
運
転
に
よ
る

事
故
。
市
の
職
員
や
公
務
員
等

が
悪
質
な
事
故
を
起
こ
し
、
全

く
関
係
な
い
人
が
死
亡
す
る
。

あ
る
関
西
の
有
名
神
社
で
は
来

年
の
正
月
に
お
神
酒
は
一
切
出

さ
な
い
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流

れ
た
。
と
ん
で
も
な
い
時
代
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、

そ
こ
ま
で
徹
底
し
て
良
い
の
か
、

悪
い
の
か
？
事
故
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
く
に
は
”
や
は
り

そ
こ
ま
で
し
な
く
て
は
い
け
な

い
時
代
か
も
知
れ
な
い
、
で
も

乗
ら
な
け
れ
ば
い
い
の
だ
。
そ

れ
だ
け
だ
。
や
は
り
酒
は
楽
し

く
飲
も
う
。

一

一

似
記
念
品
と
し
て
配
ら
れ
た
鬼
太
郎
手
拭
いﾖ《


